
 

 

 

 

 

 

 

 １月８日（木）、始業式を行い、３学期がスタートしました。今年は午年です。午は、昔から 
躍動・成功・勝負運を象徴する干支とされています。また、まっすぐ前へ進む力強さから、努力
が実を結ぶ年ともいわれます。「想い・願いを乗せて、未来へ駆ける」、そんな一年にしていき
たいものです。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
 2学期の終業式では、新年を迎えるにあたり、生徒に次のような話をしました。 

【話の概要】 

 この冬休みには「自分軸」を整えてほしいと思います。「自分軸」とは、「自分の好きなこ
と、大切にしたいこと、どうありたいかを基準に行動すること」です。一方で「他人軸」とい
う軸があります。「他人軸」とは、「他人の考えや意見を優先して行動すること」です。 
 「自分軸」を整えるには、自分の内面と向き合うことから始めましょう。訪れる毎日、過ぎ

行く時間に身を任せ、その時その時を過ごしてきたと思います。時には立ち止まり、自分が過
ごしてきた時間、自分が積み重ねてきた行動、そして、その中で起きた自分の変容を見つめ直
すことで、これからの日々を今まで以上に充実させることができます。 
その絶好の時が冬休みに訪れます。お正月です。正月の「正」という字は、「一」に「止ま

る」と書きます。「一に止まる、とどまる」とは、原点に返るという意味です。年が改まる今、
あらためて自分の原点を見つめ直し、「自分の生き方はこれでいいのだろうか。」と自問して
みましょう。そして、「自分軸」が整ったら、「自分軸」に照らし合わせて、我が身の行いを
正し、言葉を正し、心を正す決意をしましょう。それがお正月の意義の一つでもあるのです。 

 
 
  
●「郷土おおしま」発表大会 
１２月９日（火）、橘総合センターで「郷土おおしま」発表大会がありました。会場には、本

校だけでなく周防大島高校、大島中学校の全校生徒が集いました。周防大島高校は、放置竹林の
有効利用と中高６年の成長ビジョンの提案、大島中学校は、来たる災害に備えた取組報告、周防
大島中学校は、島の魅力再発見 PRでした。どれも周防大島の持続と更なる発展につながるもの
でした。 
この発表大会は、「郷土に誇りと愛着をもち、地域に貢献する志を育む」ことを目的に開催さ

れています。閉会式であいさつをする機会をいただきましたので、「地域に貢献する志」につい
て「地方創生」の側面から次のような話をしました。 

【話の概要】 
 平成 26年（2014年）、「地方創生法」（「まち・ひと・しごと創生法」）という法律の
施行により、「地方創生」の冒険が始まりました。そして、１０年以上が経過し、志をもった
多くの起業家や経営者の皆さんが、各地で創生・町興しをリードしています。 
地方創生の取組では、地域の特性を理解し、地域資源を最大限に活かすことが重要だと言わ

れています。ある地域では、地元の特産品を使った新たな商品開発や、地域の文化を活かした
観光プランの提案などが行われています。これにより、その地域の魅力に惹かれ、外部からの
人材や資金を呼び込むことができています。 
周防大島をはじめ、日本各地には、豊かな自然環境や地域の特産物、独自の文化、そして地

域に根ざした人々の知恵や技術といった資源が多く存在しています。しかし、これらの資源が
十分に活用されず、埋もれてしまっているケースが少なくありません。その埋もれている資源

を発掘し、価値づけていくことが地域創生のカギを握っていると思います。 
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 今日の発表では、周防大島の新たな魅力が発掘されました。新たな可能性を感じました。共
に生きていく希望が見えてきました。 
 「周防大島創生の冒険ストーリー」、そのキーパーソン、主役こそ、みなさんです。この周

防大島で生まれ育ったみなさん、縁あって周防大島高校で学ぶみなさんこそ、キーパーソン、
主役にふさわしいと思います。周防大島の素敵な未来を築いてください。その幕開けが、この
「郷土大島」発表大会です。ここに集うみんなで、周防大島創生のアクション（行動）、 
ムーブメント（動き・流れ）を起こしていきましょう。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

【生徒代表あいさつ】      【３年生の発表】      【学校長あいさつ】 
 
●生徒会役員選挙 
 １２月１１日（木）、生徒会役員選挙が行われました。 
２０１６年から選挙権年齢が引き下げられ、１８歳から 
選挙に参加できるようになりました。本校でも、もうすぐ 
有権者となる生徒に選挙の正しい理解を促すために、実際 
の選挙に近い形で生徒会役員選挙を実施しています。 
本年度は１１月２０日（水）に告示され、２年生５名、 

１年生４名が立候補し、選挙運動、立会演説会、投票を経 

て２年生４名、１年生２名が当選しました。その後、互選 
により２年生の中から生徒会長（吉村明咲さん）、副会長 
（松原灯さん）が選出されました。 
 
●国際理解教育講演会 
 １２月１２日（金）、山口県青年国際交流機構の会長代理 
を務める中野智昭様にご講演いただきました。「青年の船」 
事業への参加をきっかけに人生を見つめ直された経験をもと 
に、人には「ターニングポイント」があり、チャンスを掴む 
ことで人生が変わると話されました。チャンスはただ待って 
いるだけでは訪れません。行動し、挑戦していくことの大切 
さについても語られ、未来に向かって歩む生徒の背中を押し 

てくださいました。 
 
●生徒会リーダー研修会 
 １２月２５日（木）、大島中学校と合同で生徒会役員の 
リーダー研修会を行いました。大島中学校の東原校長先生 
から「信頼」と「誠実」をキーワードに、リーダーとして 
の心構えについてのお話を聞いた後、平井一様の指導によ 
る AFPYのアクティビティを通してリーダー性を高めま 
した。また、教育長様にも「部活動の未来検討会」と題し 
てお話をしていただきました。 
今後はそれぞれの学校で「我が校の DNA は何か」を 

見つめ直し、よりよい学校を創り上げてほしいと思います。 


